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演題：アジアの人類史を探ってホモ・サピエンスを理解する 
 
生物としてのホモ・サピエンス（現生人類）を理解するには、その進化過程の

解明とともに、先行する原人や旧人などに対する特異性のあぶり出し、さらにホ

モ・サピエンス自身の身体的・文化的多様化と変遷史の把握が必要である。近年

の新発見と研究の進展により、アジアが、それを実践する上で有効なフィールド

となってきた。本講演では、演者自身の東南アジア・東アジア地域での研究を通

じて、そうした最近の動きを紹介する。 

21 世紀に入ってから、ホモ・サピエンス出現以前のアジア各地には、北京原

人やジャワ原人のほかに、フローレス原人、ネアンデルタール人、“デニソワ人”、

“台湾の原人”、ルソン原人など、多様な古代型人類が暮らしていたことがわか

ってきた。このことは、ホモ・サピエンスへ至る進化の道以外に、多様な人類進

化のあり方が存在したことを示している。一方で、アフリカに起源したホモ・サ

ピエンスがアジア全域へ広がった過程についても、ある程度の解像度で描ける

ようになり、我々の種がいかなる存在かを検討する下地ができてきた。 
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